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「周知のように、四世紀後半以降、倭国は、南下する高句麗に抵抗する百済を援助して朝

鮮半島に出兵する。そしてこのことの一環として、五世紀には、いわゆる倭の五王が中国

南朝の宋王朝に使者を派遣し、｢王｣として冊封される。この朝鮮半島への出兵、さらに宋

王朝による冊封が倭国にいかなる影響を与えたかは大きな問題である。 

 近年、私はこの問題に焦点を絞って取り組んできたが、その中の王権そのもののあり方

に二つの焦点を置いてまとめたのが本書である。第一の焦点は、倭国の頂点に立つ存在

＝王のあり方であり、第二の焦点は、その王のあり方が倭の五王以降、いかに推移したか

である。（中略）これらを通して、倭の五王政権とそれ以後の王権のあり方について かなり

明らかにできたものと思っているが、本来であれば、王のあり方のみで倭王権そのものを

語ることは不十分である。この問題については続編「支配構造編」を予定している。」（本書

「緒言」より） 
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